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【概要】

・フォトダイオードなどの光電変換デバイスの前段に，
光増幅帰還形の光回路を配置するという新原理で
動作する光パワーメータである。

・光スペアナなどの分光器内に設置される光パワー検出
モジュールとしても適用可能である。

高分解能光パワーメータの特徴

・前記光回路は，レーザ発振閾値近傍以下で動作する。

・光増幅器およびレーザとは異なる。

・本提案の光パワーメータの光パワー分解能は，
従来技術の10～100分の1程度である。

図１ 提案システムの基本構成

【新技術の特徴】

・光パワーの極めて小さな変化を検出可能である。

・本提案の光増幅帰還形の光回路内で波長選択性
を有する波長変換が行われるため多点一括計測
が可能である。

全光形の光回路によ て構成される光パワメ タ・全光形の光回路によって構成される光パワメータ
のセンサヘッドが構築可能である。

図２ 入出力光パワー特性：理論計算結果
（シミュレーション）

【光増幅帰還回路の入力光と出力光】

・光増幅帰還回路の動作
レーザ発振閾値近傍以下で動作する。

・入力光入 光
利得媒質の信号光または励起光帯域内の
波長を有する。

・出力光
利得媒質の利得帯域内の波長を有する。
任意の波長を選択できる。
入力光の波長 ≠ 出力光の波長
低コヒ レンスな光

従来技術のスロープSの10～100倍

【応用例】
・光通信システムにおける超高分解能の光パワーメータなどの光計測器
・バイオ・医療・食品・環境分野などにおける超高分解能の光検出器
・多波長型の多点センシングシステム

低コヒーレンスな光
図３ スロープ特性
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多波長型の多点センシングシステム


